


























































































































































　翌 1947 年（昭和 22 年）、浦野氏は、「上毛かるた」構想を上毛新聞紙上
で発表し、県内各方面から題材を募った。その中から、郷土史家や文化人
など 18 人からなる編集委員会が、44 の句を選び、年内に初版 12000 組が









なものだけでも、535 点（平成 23 年度：日本郷土かるた会調べ）ある。
その内、圧倒的に多いのが、群馬県の 107 点（全体の 20％）、次いで埼玉























































































































国造りの 4本柱である」と考え、2001 年 1 月 8 日の新聞掲載を決めた。
（4）「社会科授業のコツかるた」づくり
　この 7月、社会科概説の授業の最後に、まとめの作品作りの例の一つと













































横川小学校 3年生（2014 年 3 月）による「かるたづくり」の一例である。
　あえて「44 枚」の文字をすべてそろえず（実際は 32 文字が使われ、今
回 12 文字の読み札はなかった）、文字や内容の重複を認めたうえでの「か
るたづくり」としたのは、児童の実態や 3年生という学年の発達段階を考
えたからである。もちろん「44 枚すべて作成」をめざしてもよいことは
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はいうまでもない。
　今回の授業では、「昔から今へのうつりかわり」の学習の中心に「洗濯
板体験」をはじめとして「昔の生活の道具や遊び」を取り扱ったので、下
記のかるたづくりの内容も昔の遊びや生活用具・道具等が大変多いことが
わかる。昔の生活への愛着をもち、身近に具体的にとらえていくだけでな
く、「町に残る昔」や人々の工夫や思いに迫ることで、さらに内容の広が
りや理解を深めていくことは、今後の課題でもある。
　また、1年間の社会科学習のまとめとしての「かるたづくり」というこ
とでは、下記の読み札のように 3学期の昔単元だけに偏ってしまう。そこ
で、1学期の「学校のまわりや区のようす」や、2学期の「区市の人々の
しごとのようす（お店、工場、農家）」の学習の終末ごとに「かるたづく
り」でまとめていき、蓄積していくことで、地域社会を全体的に捉え返し
ていくと共に、内容的な広がりや深まりをもった充実した「わたしたちの
○○かるた」をつくりあげていくことができる。
あ　あんなにも昔はたいいへんだったせんたくいた　　アルマイト弁当ばこを使ってた
　　アイロンの下のぶぶんは　あっちっち
い　いろんな番組うつしたよ　白黒テレビからカラーへと　　石けりで　すべてクリア　うれしいな
　　いもをね　ストーブでやいたんだ　　いどから水をはこんで　せんたくだ
う　うれしいな　けん玉うまくできたとき　　え　えがおになる　ふくわらい
お　お手玉は　きょくげいできる遊びだよ　　お手玉　毎日　楽しいな
　　お手玉をぽんぽんなげて　たのしいな
か　かまに湯気がでる　ご飯たき　　かまどでは　あつあつごはんがたけてるよ
　　か～ごめかごめであそんだよ　ルンルンたのしいわらべうた
　　かんけりで　楽しくあそんだ　みんなでね　　カルタはね　ポルトガルからやってきた
き　きものをね　いつもみんながきていたよ
く　黒でんわ　いつもみんながつかってた　　車はね　昔は人力　たいへんだ
け　けん玉は　むずかしいわざでいっぱいだ　　けん玉で　あなに入って　うれしいな
こ　コマまわし　うまく回せて　うれしいな　　さ　さむいとき　ひばちで手をあたためる
し　しょうぎは　あたまをつかうあそびだよ　　す　すみ田区のれきしにのこる横川小
　　すみでおうちをあたたかく　　ストーブは　時代が変わり　進化する
　　すみでアイロン使ってた　　すみで　もちやく　いもをやく
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せ　せんたくき　いろんな時代でかわってる　　せんたくき　どんどんしんかをしていくよ
た　たらいにね　水を入れたらせんたくだ　　たまごやき　昔は高級食材だ
　　たくあんは　むかしからある　つけものだ　　たけざおで　せんたくほしをやっていた
　　竹とんぼ　昔あそびは楽しいね　　ち　ちゃんばらは　昔の子どもの人気のあそび
　　ちゃんばらごっこ　マントをつけて　たいけつだ　　ちいきにも　せんそうがあったんだ
つ　つっぱりだ‼　がんばれがんばれ　すもうごっこ　　て　鉄のこま　ひびく音を聞いてみたい
　　手まりをね　ついてあそんだ友だちと　　テレビはね　時代が変わり　進化する
な　なんだろう⁉あっ　わかったぞ‼お米だね　　夏は　子どもは外で虫取りだ
に　にんじんに大根玉ねぎ玉子さん　たくさん入るね　れいぞうこ
　　にっぽんが　やっとへいわにもどったよ　　にそう式　ガタガタうるさいせんたくき
　　にいさんと　ベーゴマたいけつ　勝てるかな　　の　のこのこといろりはだれでもあがれるよ
は　はごいたはパチンとなるよ　いい音だ　　はごいたで、昔の子どもはあそんでた
　　春は花見だ　すみ田川　　はこぜんの　中に食器をしまえるよ
ひ　ひばちは　昔のストーブだ　　ひしゃくは　水をすくうもの
ふ　ふくわらい　できあがったかおがおかしいよ　　ぶんぶんゴマ　音をたててまわってる
　　フラフープ　みんなで回して　たのしそう
へ　ベーゴマあそびは　楽しいな　　ベーゴマ　めんこ　昔あそびもおもしろい
ほ　ほうきでね　おうちがきれいに　いい気持ち　　み　みずあめは　昔の子どもの好物だ
　　水をくむ　一回一回　ひとくろう　　みーつけた　かくれんぼって楽しいね
む　むかしはね　ねまきでねてる　寒そうだ　　むかしはね　せんたくきがうるさいよ
　　むかしのポンせんたくき　うるさいね　　め　めんこで勝負だ　ワイワイと
　　めんこあそびは　たのしいな　　明治時代　初めてできた小学校
や　やきゅうする　三角ベースは楽しいな　　ゆ　ゆをわかそう　水は全部ここからだ
り　リリアンは　ほしがたにあんでいくんだよ　　リリアンは昔の子どものあそびだよ
5　むすびに　～「上毛かるた」は社会科の原点なり～
　私が、今も、山々を見ると落ち着いた気持ちになるのは、いつも、赤城、
榛名、妙義の、「上毛三山」に見守られて育ってきたからかもしれない。
昨年、私は、群馬県へ紅葉狩りに行ってきたとき、「群馬の、かきくけこ」
を作成した。
か　かかあ天下とからっ風　　　き　義理人情　生糸に養蚕　織物のまち
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く　雲は流れる　上毛三山　　　け　煙ゆらめく　出湯の里
こ　こんにゃくとねぎは下仁田名産
　ちなみに、『上毛かるた』の「かきくけこ」は、以下の通りである。
か　関東と信越つなぐ高崎市　　き　桐生は日本の機どころ
く　草津よいとこ　薬の出湯　　け　県都前橋　生糸の市
こ　心の灯台　内村鑑三
　今も、懐かしさと愛着と誇りをもって、いろいろな言い方で郷土につい
て語れることを、何よりも嬉しく思う。
　結びに、「上毛かるた」の中で、私がとりわけ大好きな札として紹介し
たいのは、「つ 鶴舞う形の群馬県」である。既述の通り、制作者：浦野
氏のとりわけ思いの込められた札である。これほどまでに、すっきりと言
い切っている表現は、なかなか見当たらない。「ね ねぎとこんにゃく下
仁田名産」と並んで、一度聞いたら忘れられない読み札である。
　私にとっては、知らず子どもの頃から「上毛かるた」を通して、生きた
社会科を学んできたことを、今、改めて強く感じている。「上毛かるた」
は、私の社会科の原点であり、「かるた」が社会科教育において大事な役
割を果たす教材であることを、60 年余の時間の経過を通して教えてくれ
た。それは、私に郷土に対する誇りと、生きる力と、これからも社会科教
育に携わっていく勇気を与え続けるものでもある。
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